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差引一般財源 1,453 1,453 1,377 76

　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

平成２４年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
9. 教育費 3. 公民館活動事業

5. 社会教育費 2. 和田公民館活動事業

3. 公民館費 和田公民館

（佐倉市）　　

0

平成24年度 0

経常 単独 1,377 76 0
平成25年度 0

平成26年度 0

平成27年度 0

平成28年度 0

1,453 1,453

1,453 1,453

前年度までの事業成果と学習要望や生活課題・地域状況 　市民の生活課題解決や学習ニーズに対応した公民館事 　各種主催事業実施により生活課題の改善を図り、市民

などを検討し、事業内容を見直し事業を実施します。 業を開催し、また地域理解や文化の伝承を目的として広報展示事業を実 の生き甲斐づくりを推進し、文化の伝承等により地域理解を深める。さ

施する。さらに各主催事業や各種事業支援により、地域づくりの推進を らに、地域づくりの支援により、地域融合が図られる。

図る。 　　　　

　地区住民の価値観や余暇の多様化等により、学 社会教育法で、公民館は、市町村その他一定区域

習ニーズの把握が難しくなっている。又、少子・高齢化率の進んでいる 内の住民のために、実際生活の即する教育、学術及び文化に関する各種

当地区においては、従来的手法の見直しが必要な状況にある。 の事業を行い、もつて住民の教養の向上、健康の増進、情操の純化を図

　 り、生活文化の振興、社会福祉の増進に寄与することを目的とすると規

定しています。

08 1,031 981 50

11 263 289 △26

12 61 63 △2

14 98 44 5


